


 

  
   
   

 

  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

 

 

 

 

 

ＣＡＳＢＥＥ大阪 ＯＦ ＴＨＥ ＹＥＡＲ ２０１２ 表彰候補建築物

あべのｎｉｎｉ
（阿倍野 A1 地区第二種市街地再開発事業 A1-2 棟）

所在地：阿倍野区阿倍野筋 1丁目 5番 10号 
主用途：店舗、銀行、保育所、ホテル、共同住宅
事業者：COLORS・奥村組特定建築者共同企業体
設計者：株式会社アール・アイ・エー

〔建築概要〕

延床面積：26,002.56ｍ２

階 数：地上２4階、地下 2階、塔屋 2階
構 造：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 
竣  工：平成  24年１月

〔CASBEE大阪における評価〕

サステナビリティランキング ：Ａ 
建築物の環境性能効率(ＢＥＥ)： 1.6

〔特長〕

天王寺・阿倍野地区の主要ターミナルに直結する複
合用途建築物。低層部店舗権利床には好立地を生かし
た有力テナントを誘致し住宅居住者・ホテル利用客へ
の利便と、周辺都市への機能提供の両立を図る。建物
内部動線は地下連絡通路や歩道橋、上空通路を介して
シームレスに主要駅や巨大商業施設とつながり、ダイ
ナミックな螺旋階段をもつアトリウム部分で立体的
に接続する。敷地西側のシンボルツリー（大阪府設置）
を備えたサンクン広場では隣接商業施設のアプロー
チ空間を提供する。
居住者はホテルのパブリックゾーンを住宅のエン
トランスロビーとして日常的に通行できるため、高い
セキュリティと住宅共用部面積の合理化を実現した。
またホテル宿泊者向けのコンシェルジュサービスも
一部は居住者に提供されるため、文字通り「ホテルに
住まう」ライフスタイルを可能としている。
外観はホテル客室階と住宅階をともに 3.3m の階
高にそろえて、全体をハイコントラストな白色タイル
のグリッドで覆い、個々の用途機能の表出を抑えて都
心景観になじませるとともに、重層する機能の融合と
いうコンセプトを一体感のある意匠で表現した。
高層部は設備シャフトをコア廻りに集約してＳＩ
化、内部レイアウトの自由度や可変性を高めている。
また耐火遮音間仕切りや T-2 サッシを採用し遮音・
断熱性能の高い住宅やホテル客室を供給している。
低層部東面には草間彌生氏による大型壁面アート
を施したガラスカーテンウォールによるダブルスキ
ンを設け、街並み活性化に寄与しながら銀行執務空間
のペリメータ環境の改善を企図した。
さらに制震間柱による地震動の軽減、非常用発電機
の設置、パイルドラフト工法採用で生じた広い地下ピ
ットをカスケード型雨水貯留槽に利用し流出抑制す
る等、災害時のインフラへの負荷軽減にも考慮。施設
部分における省エネ機器の採用や適切な設備ゾーニ
ングを行う他、住宅排水にディスポーザーを設置して
ごみを減量化したり、都心の交通利便性とカーシェア
リング採用による自家用車の保有台数減少も促すな
ど、環境にもやさしい都市生活の姿を提示した。

外観

大きな螺旋階段を内包するアトリウム








